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プレスリリース（2022 年 12 月 1 日） 

（公財）神戸市民文化振興財団 担当：安福  

 

神戸文化ホール開館 50 周年記念事業 

ガラ・コンサート「神戸から未来へ」 
 

没後 70 年 神戸が生んだ天才作曲家・大澤壽人の幻の作品 
《ベネディクトゥス幻想曲》ついに上演！～戦火のもとに密かに作曲された魂の作品 

 

2023 年は神戸文化ホール開館 50 周年の記念年です。それを祝し、神戸市が誇るふたつの演奏団体

によるガラ・コンサートを開催します。指揮台に迎えるのは、世界で活躍する山田和樹。日本人作品

にこだわった特別プログラムです。山田がこれまで取り上げてきたモダニズムの作曲家・大澤壽人が

戦時下、1944 年の神戸で秘密裏に書いた幻の作品、神戸市出身の作曲家神本真理の新作、地元の若

き語り手が加わる武満徹の名作、そして子供たちの元気な歌声、まさに祝宴！ 

 

【日時】2023 年 5 月 19 日（金）18 時 30 分開演 

【出演】指揮：山田和樹 

    ヴァイオリン：高木和弘（神戸市室内管弦楽団コンサートマスター） 

    アコーディオン：大田智美 

    語り：宇田琴音 

神戸市室内管弦楽団／神戸市混声合唱団 

神戸文化ホール 50 周年記念児童合唱団（特別編成） 

【プログラム】 

武満 徹：「系図―若い人たちのための音楽詩―」（室内管弦楽版）【演奏】室内管 

      アコーディオン：大田智美、語り：宇田琴音 

大澤壽人：「ベネディクトゥス幻想曲」（演奏会として世界初演）(1944)  

      ヴァイオリン：高木和弘 【演奏】室内管+混声合唱団 

武満 徹：「うた」より 【演奏】混声合唱団 

神本真理：「暁光のタペストリー」（委嘱新作・世界初演）【演奏】室内管 

山本直純：「えんそく」 【演奏】児童合唱団+室内管 

【会場】神戸文化ホール 大ホール 

【料金】［全席指定］S 席 5,000 円、A 席 2,000 円、U25（25 歳以下）1,000 円 

【発売日】2023 年 1 月 27 日（金）より 

【チケット販売場所】神戸文化ホールプレイガイド TEL.078-351-3349 他  

※詳しくはホームページをご確認ください。https://www.kobe-ensou.jp 

【主催】神戸文化ホール（公益財団法人 神戸市民文化振興財団） 

【協賛】学校法人神戸女学院 

 

＜問い合わせ先＞  

（公財）神戸市民文化振興財団 事業部 演奏課 

安福 優佳［yasufuku@kobe-ensou.jp］［TEL：078-361-7241］              

※2 ページ目以降にプロフィール記載 

©Yoshinori Tsuru 
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プロフィール 

 

山田和樹 Kazuki Yamada（指揮） 

第 51 回(2009 年)ブザンソン国際指揮者コンクールで優勝。ほどなく BBC 交響楽団を指揮してヨ

ーロッパ・デビュー。同年、ミシェル・プラッソンの代役でパリ管弦楽団を指揮。以降、世界の主要

オーケストラに客演を重ねている。2012 年から 2018 年までスイス・ロマンド管弦楽団の首席客

演指揮者を務めた他、2016/17 シーズンから、モンテカルロ・フィルハーモニー管弦楽団芸術監督

兼音楽監督に就任。2018/2019 シーズンから首席客演指揮者を務めるバーミンガム市交響楽団では、

2023 年 4 月から首席指揮者兼アーティスティックアドバイザーに就任。10 年にわたり日本フィル

ハーモニー交響楽団正指揮者を務めた他、現在は読売日本交響楽団首席客演指揮者、東京混声合唱団

音楽監督兼理事長などを務めている。東京藝術大学指揮科で松尾葉子・小林研一郎の両氏に師事。 

出光音楽賞、渡邉暁雄音楽基金音楽賞、齋藤秀雄メモリアル基金賞、実行委員会代表を務めた『柴田

南雄生誕 100 年・没後 20 年 記念演奏会』が平成 28 年(2016 年)度文化庁芸術祭大賞、日本フ

ィルハーモニー交響楽団と 3 年に亘り行った『山田和樹マーラー・ツィクルス』が第 67 回(2017 

年)芸術選奨文部科学大臣新人賞など受賞多数。 

 

高木和弘 Kazuhiro Takagi（ヴァイオリン）＊神戸市室内管弦楽団コンサートマスター 

6 歳よりヴァイオリンを始め、国内外で数々のコンクールに優勝及び入賞を果たす。主な賞歴とし

ては 1997 年度ブリュッセルで行われたエリザベート王妃国際コンクール入賞、1998 年ジュネーヴ

国際コンクール第 3 位（1 位なし）などが挙げられる。国内では、2005 年度文化庁芸術祭新人賞、

大阪文化祭賞大賞受賞、 2007 年度第 19 回ミュージック・ペンクラブ音楽賞オーディオ部門録音

作品賞を受賞。これまでに和波孝禧、森悠子、エドワード・ウルフソン、エドワード・シュミーダ

ーの各氏に師事。現在、長岡京室内アンサンブルメンバー、ダラス室内交響楽団コンサートマスタ

ー(ダラス、アメリカ)、いずみシンフォニエッタ大阪メンバー、A Hundred Birds のヴァイオリニ

ストとしても演奏活動を展開中。2021 年 4 月より神戸市室内管弦楽団コンサートマスターに就

任。使用楽器は株式会社シーエヌコーポレーションエイフクより貸与された 1739 年製サント・セ

ラフィン。 

神戸市がプロフェッショナルのオーケストラと合唱団の両方を有していることは、世界的に見て

も極めて稀なことだと思います。このように文化発信の土壌がとても豊かに育ってきた神戸の地

で、文化ホールの５０周年記念の演奏会の指揮者を務めさせていただくことを大変光栄に思って

います。 

音楽は時間あっての芸術ですが、現在と過去と未来の”時の間”の旅を皆様と一緒にできたらと思

い、特別に日本人作曲家に特化したプログラムを考えました。日本から世界へ、いや宇宙へ、と

いうのは私の活動のスローガンでもあるのですが、そこには”時の間”の旅だけではなく”空の間”

の旅もできればという欲張った想いがあります。 

そして、時間と空間とを超えたところで、”人の間”に彩りを添えることができればと思うのです。 

人が集ってこそのコンサートホール。神戸文化ホールにおいて生まれる一期一会の出逢いを大切

にできればと思っています。 

山田和樹 
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大田智美 Tomomi Ota（アコーディオン） 

10 歳からアコーディオンを江森登に師事。高校卒業後に渡独し 2009 年フォルクヴァンク音楽大学

ソリストコースを首席で卒業、ドイツ国家演奏家資格を取得。御喜美江に師事。またウィーン私立

音楽大学でも研鑽を積む。帰国後は、ソロや室内楽、新曲初演、オーケストラとの共演等、国内外

での演奏活動と共に、日本各地の音楽大学で講義を行うなどアコーディオンの普及にも尽力し、こ

の楽器の魅力と可能性を発信している。近年では、読売日本交響楽団、東京都交響楽団定期公演、

東京・春・音楽祭、サントリーホールサマーフェスティバル、NHKFM ベストオブクラシック等に出

演。CD リリースやレコーディング参加も多く、その確かな技術と音楽性を高く評価されている気鋭

のアコーディオン奏者である。 

 

宇田琴音 Kotone Uda（語り） 

2008 年兵庫県出身。＜映画＞ 「天使のいる図書館」主人公の幼少時代役（2017 年）。「食べる

女」桃井由有羅役（小泉今日子主演）（2018 年）。「10 万分の 1」桜木莉乃（幼少期）役（2020

年）。＜ドラマ＞NHK 広島放送局開局 90 年ドラマ「夕凪の街 桜の国」石川七波役（2018 年）。

他、雑誌で表紙を務める等幅広く活動。2016 年 8 月、ランウェニスタコレクション『関西ステー

ジ準グランプリ』、９月、スタースカウト総選挙『実行委員会特別賞』受賞。 

 

神本真理 Mari Kamimoto （作曲） 

1975 年神戸生まれ。東京藝術大学・大学院、パリ国立高等音楽院にて学ぶ（作曲科、楽曲分析科、

管弦楽法科を修了)。文化庁派遣芸術家在外研修員(2005-2006 年)。作曲を野田暉行、故•廣瀬量

平、フレデリック•デュリユー、楽曲分析をミカエル・レヴィナス、管弦楽法をドニ•コーエンの各

氏に師事。これまでに、東京フィルハーモニー交響楽団、いずみシンフォニエッタ大阪、アンサン

ブル室町、Ensemble InterContemporain, Aleph, Reconsil 等の団体、また、優れたソリストたち

により国内外で作品が演奏されている。自身のプロデュース公演《Les temps croisés》を 2009 年

と 2013 年に開催。2020 年以降、室内アンサンブル作品や演劇作品を制作中。近年は〈残響を聴く

こと〉を創作のテーマとしている。Babelscores より、楽譜が出版されている。東京藝術大学、国

立音楽大学、各非常勤講師。 

 

神戸市室内管弦楽団 Kobe City Chamber Orchestra 

1981 年、神戸市が実力派の弦楽器奏者たちを集めて室内合奏団として設立。ゲルハルト・ボッセや

岡山潔などを音楽監督に迎え、国内外の第一線で活躍する指揮者・ソリストとの共演を重ねる。

2018 年に管楽器群を加えて室内管弦楽団となった。2021 年に鈴木秀美が音楽監督に就任し、古典

派音楽を中心に質の高いアンサンブルの追求を続けている。神戸文化ホールを拠点に、定期演奏

会、姉妹団体である神戸市混声合唱団との合同定期演奏会の他、地域へのクラシック音楽普及な

ど、公共の楽団としての活動も精力的に行っている。 

 

神戸市混声合唱団 Kobe City Philharmonic Chorus 

1989 年に神戸市が設立した日本では数少ないプロフェッショナル合唱団。豊富なレパートリーをも

ち、密度が高く澄みきった美しいハーモニーは高い評価を得ている。2010 年にはラトヴィアの室内

合唱団「アヴェ・ソル」と姉妹合唱団協定を締結した。神戸文化ホールの専属団体であり、年に 2

回の定期演奏会のほか、姉妹団体である神戸市室内管弦楽団との合同演奏会も行う。2021 年 4 月

より佐藤正浩が音楽監督に就任。プロ合唱団としてさらなる飛躍に努めるとともに合唱を通して音

楽文化向上の取り組みを行うなど、文化振興や社会公益活動にも注力している。 
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大澤壽人（1906-1953） 

 

神戸が生んだ天才作曲家・大澤壽人 

戦時中に書かれた幻の作品が、ついに神戸で鳴り響く！ 

 

1906 年神戸市生まれ。父は神戸製鋼所創業時からの技術者。母はクリス

チャンで、キリスト教に囲まれた環境で育った。関西学院を卒業した 30

年に米国ボストン大学へ。33 年日本最初期の《ピアノ協奏曲》、34 年日

本初の《コントラバス協奏曲》や大作《交響曲第 1 番》などを完成。クー

セヴィツキに実力を認められる。同年 10 月、仏国に渡り、パリで邦人初

の自作自演の大演奏会を開催。イベールやオネゲルなどが来場、絶賛を博

した。36 年帰国。しかし先鋭の作風が理解されず、愛国的でないと批判

された。戦局が悪化するなか 44 年《ベネディクトゥス幻想曲》を秘密裏

に作曲（戦後 NHK ラジオで 2 回演奏）。神戸女学院の教壇に立ち続け、

ラジオや映画、宝塚や松竹の音楽、ジャズ風協奏曲から校歌に至るまで多

彩な作品を創作。戦後、時代の寵児として活躍していた 53 年に急逝。 

（監修：生島美紀子） 

 
ベネディクトゥス幻想曲についてはこちら 

「大澤壽人」プレ解説講座／講演会を開催予定 

 

■解説講座 

幻の天才大澤壽人と《ベネディクトゥス幻想曲》-魂の音楽 没後 70 年に復活初演- 

大澤壽人研究の第一人者が作品背景などを解説。 

日時：2023 年 2 月 5 日（日）14:00 

会場：中央区文化センター 会議室（神戸市） 

講師：生島美紀子（大澤資料プロジェクト代表・神戸女学院大学非常勤講師） 

受講料：500 円・要応募 

 

■片山杜秀・講演会 

「没後 70 年、大澤壽人を語る」 

大澤壽人再発見の立役者、その魅力を語りつくす。 

日時：2023 年 4 月 16 日（日）14:00 

会場：中央区文化センター 多目的室（神戸市） 

講師：片山杜秀（慶應大学教授・音楽評論家） 

ゲスト：藤本賢市（神戸新聞文化財団） 

受講料：無料・要応募 

※応募方法は後日発表 

神戸女学院所蔵資料 

「大澤壽人遺作コレクシ

ョン」 

 


